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.
r
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:
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.

で
得
次
利
胸
を
犠
牲
忙
し■てV

ン
ビ
ン
グ
慨
艄
を
以
て
過
剩
商
品
，の
販
，路
を
外
國
.市
場
に
求
め
.る

。

斯

、

る

獨

占

體

の

，行

動

は

國

內

價
 

枋
と
國
際
順
格
と
の
關
聯
性
女
全
く
遮
斷
し.て
し
，ま

ふ

。
獨

由

撕

織

は

過

法

.に
於
け
4
不
況
期
を
段
略
と
し
て
漸
次
發
肢
を
な
し
た
：が
、 

規

祐
: 0

佌
#

恐
慌
忆
啲
0

て
全
べ
支
配
的
な
形
態
と
な
っ
た。

,

,
、

.
：

..

.

■:
;
••
- 

* 
:

の
.深
度
は
獨
由
體
.其
の
他
の
‘資
本
家
的
統
制
，に
依
っ
て
は
潘
易
に
打
開
さ
れ
な
ぃ
.0
從

っ

て

政

府

、
の

汗

渉

益

制

の

强

七

が

必

耍

'
^
せ

名 

れ
、
今
，や
世
界
各
國
に
經
濟
的
國
民
主
義
の
擦
頭
を
見
て
居
洛
。
恐
慌
对
澥
策
と
し
て
政
府
は
對
內
的
祀
_は
唑
靡
9
無
嚼
府
他
^

-#
#

i
I
!

I

3

I

\

せ
し
と
し
、
對
外
的
に
は
國
内
產
I

護
の
爲
に
國
內
1

を
_
保
し
て
、
s

外
國
市
場
霉

n

保 

か
く
ルi

濟
’的
國
民
キ
：義
の
强
化
疋
战
く
各
國
の
.經
濟
政
I

I

I
策
に
依
る
世
界
經
搞
機
機
、
特
に
國

f:
I

I f
s

I ^
I

“

l ^
t

格
の

I

f

f

無
ヵ
に
すi

は
、，
勝

零

道

透
■

る
？
；
|:
1
恐
r
 

I
一
 
九
三」

年
l

i

l
書

し

、
傷

^

ユ
||
_
化
賭
1
制
_
儀

■
崩

德
”
.通膨
の
_
際
1,
餐
_
惯榣の自動的_節
當
の
義
を
搖
ヵ
せ
て 

っ
た
。
吣4
迄
も
無
く
霞
制
度i

ぁ
っ
て
はS

場

書

平
f
離
れ
て
變
動
す
る
と
し
て
も
、
金
輸
I
に
依
っ
て

S

Q

Pは
割
さ
れ
、
結
周
建
平
價
に
一
致
す
る
ゃ
逢
._

_象
^
馨

場

盡

禮

ひ

爲
_

|
變
動
に
？
 

t
る
m

れ
、
1
に
依
る
I
的
懸
作
用
はg

&
く
:

f

る
^
^
y

WJ
l
i
M 

f M
む

そ
の
支

1

$
て
し
ま
づ
•た
o然
も
各
S
府
の
德
激
策
と
し
て
行
ふJ
簾

は
_
憑

_
奮

f

f

し
：I

I

I
の
：時
代.
I
は
關
f

l
’そ

暴

y

 

1

1
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1

1

1
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I

I

I

處

I I

涵

謹

I 1
^

^

3

S

^

_

,

I ^

證

、i

l

'

.

そ
札K

對
S

S
接
的
な
人
爲
的
要
素
の
强
噤
碧
で
ぁ
る
。
國

内

馨

爲

囊

世

潘

潔

,

々

.
、

'
 

力
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八
四
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c
l
:
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_
o

益

：つ'
:
*

-̂'
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傷

親

尤

^

^

て

顧

逢:1
::文
!«
雾

;:
1
>
福

''
.
:
之
繁
ー
，, ^
酿
: «
冗

企

ゃ

；
^
と

す

る

；
; «
沿

不

河

能

农

事
.に
：擎

 

満
^

^

^

麥̂

鍊
_

扼
' ^
.
*康
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<
!
:法

き

^

^

#著

^

龙

■

剩
x

x
志

：效

艰

は.望

み

得

無̂

(

编

泚

洳

兩

湫

办

策

義

ら

ても
、

價
梢
現
象
^

^

; ^

げ
る
潰
本
主
發
的
於
濟-'
|

1
雜
で
ぁ
る
限
り
ノ 

價

潲

親

像

嚎

逋

姿

：
涔

汙

渉

％

_

1

*
渫
邠
诠

;.
<激
涑
を
关
ふ
も
の.
名

尨
_

:#

ん

囊

制

浚

％
«

識
賓
_

段

;̂
し
て
，合
目
的 

的
で
.無

，

.淞
嗍
_

冰
€

忒

1

;.
^

篇

稅

漱

灤

尨

哚

篇

调

祀

於

々

眼

洮

艽

崔

^
:
之
を
補
充
し
且
つ
或
る
程
度
排
除
す
る
新
し 

い
: »

滿
搋
$

段

が

要

請

せ

ら

れ

粟

め

：
具

體

_

序

；敕:;
<
*
:ル
て
機
认
激
當
政
簾
が
本
國
に
於
て1

を
見
る
に
室
0

た
の
：で
ぁ

ソ
难
一
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尔
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策
の
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を
要
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し•て日
く
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一
般
に

'歐洲
ラ
テ

ア̂
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
爲
替
娆
制
の
發
展
と
、
特
に

^
に̂

■
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第

二
®:
輸

入

割

當

制

度

の

形

態

的

硏

究

 

：'

'•
; 

:

世
與
恐
.慌
の
進
展
と
，共
に
關
税
政
策&

_

取
は
益
々
減
殺
さ
、れ
、
■

各
國
に
贬
て
輸
入
割
當
，制

度

截

用

せ

ら

れ

'强
化
せ
ら
れ
る
忙
至 

つ
々
0
;
.併
レ
作
ふ
識
入_

當
_

度
：の.適
,

せ
：
ら

れ

で

か
^

沬
だ
.
1
1
1淺
く
、
過
渡
的
時
代
を
齔
さ
な
い.。
.從
つ
.て
各
國
の
詠
み
る
輸
人
割 

t
=
^

度
の
具
歡
邮
和
段
は
韻
雜
多
故
で
ぉ
り
、
觀
ん
割
當
制
處
^ :
3

ヤ
る
法
八
5>
;

如

き

も

全

く^-
ん

1:
-改
の

觀

が

ぁ

る
0

本
I

胃

頭

で 

論

バ

た_

':
:
'
<
、«

用

さ
‘

江

满

ふ_

潘

制

遽

本- ^
^

語

も

亦; #

種

多

樣_の
"意

脒̂
; ^

1
を
添
統
的
に
分
類
し
、
A
を
•叙
述
す
る
辦
比
頗
ふ
闲
難
で
あ
り
、
又
危
險
の
隱
伴
|:
-
免
れ
な
<ぃ
0
#-
し

.
^
ら

輸

入

割

常

如

度

の

贬

究

に
際
し
て
、
雑
多
|

態
を
.一

應

統

篇

產

進
I

兀
I

I

必
要
で
あ
‘る
。
’
.錄

せ

る

茂

輸
:

段
と
し
て
持
つ
特
徴
がI
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l
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S

入

想
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S

制
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1
に

飞

,

れ
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植

讓

|

付
て
か
1

1

制
I

何
I

度
I

は
れ
て
居
る
か
I

觀

り
、
：
又
，v
o.
:
形
態
的
研
究
に
と
？

最
ル
蕾
的
で
あ
る
や
ぅI

.
へ
ら
れ
る
。
以

下

か

遠t
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し
て
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^

t
i
n
l
e
n
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、
と

塞

別

せ

ら

れ

る

‘

(

1

)

0
,前
者
は
_
ん

直

<©
:
.ザ
爵
操
に
付E

は
：關

銳

達

で

t

か
“
又
は
輕
減
茗 

衣
關
税
率
で
輸
入
が
許
可
せ
ら4

、

I

l

f
 

f

 

I
商
品
に
對
し
て
は
高
S

關
8

l

:

fれ
る
制
度
で
I

I

■
_

ば

獨

奮

要4.

馨

行

は

が
S

螽

人

饗

制

度

祖

反
5

端

西

森
1

纖

號

：
拿

直

一

：

$

一

星
H
日
付

.
i
f'
五£

實
施3『

本
令
に
#
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 ̂
ロ|
屈
放
.特
別
許
可
を
受
ベ
る
に
非
ざ
ル
ば
赞
通
税
率
に
依
-
勒̂
入
す
る
拿
を
'#
,

:
,乳
*

の̂
-
ス̂
I 

I

定
限
齡i

に
限
ら
れ
，
叉
經
濟
眢
は
當
分
の
間
右
規
奢

】

儀

の

國

よ

り
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■

輝
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對
す
I

量
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定
し
得
る
旨
を
規
定
す
。」(

註
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f 

I

.

.:'

然

る

袅

義

.の

.輸
入
割
當
制
度
と
林
.ー-審

量

.似

宏

.雙

は

^
 ̂

t 

が
一
取
逛
ん
だ
制
度
.で
あ
I

f

ふ
f

無
い
。
、關
税
饗
制
度
に
於

I

"
輸
入
商
f

1

泰

I

證

す

I

そ
れ
は
決 

レ
て
絕
對
的
I :
!

果
；I '
蒙

：の
t

無

膨

即

率

I

我

襄

^

及
I

A

R
る
事
が
可
能
で
t

。
從
つ
£

1

當
制
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i
人
1
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1
霞

制

限

聖

統
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裏
ふ
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風
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u

i
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v
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割

薦

鹿

■

:

'

:

'

九

四

a

八
§

> 

麗

「
■

也
的
^
■
.
勝
釭
簽
へ
_

逢

漱

谶
;1
;

:

逢
：：；

塞

：
に

髮

贫
i'
:

«

質
_

當
制
度
た
り
；得
る
；で
：あ̂
支

#

k

端
^

^

で
力
い
限
り
、
：
關
稅
輸
入
制
度
は
理
論h
關
税
制
度
ょ
り
輸
入
割
當
制
度
へ
移
称
求
が
中
間
ぬ
過
渡
的
制
度
；で
あ
る
。
.
即
ち 

關
税
撕
當
制
使
‘は
關
税
制
度
と
異
り
輸
入
盤
量
女

一 .

淀
量
に
限
淀
せ
ん
：と
す
る
の
で
あ
る
が>
.
轍̂
入
割
當
制
度
：0
如
1<
-
直
接
的
_.に
然 

4
鉑對钠に瀚久限芡するのでは無くんて

"
關
税
製
の
如
べ
價
格
作
斯
金
撖
じ
亡
關
接
的
ゆ
之
を
行
ほ
乃
^
す
る
の
で 

あ

，る
、

從

つ

ズ

週

々

_

观
測
常
は
相
對
姻#]
當
^

|
*̂
6
1
1ぷ
&
ぼ
的
艮
自
^
輸

入

割

當

は

歡

對

的

割

當

公

^

备

賞

き
 

^
呼

ば

れ

る.0(

驻
1
0,
、
'
.
:
:

I

双
靡
の
輸
入
割
當
制
度
に
於
て
邋
も
霖
な
原
始
的
形
態
は
總
括
的
割
當(

Q
I
O

,a*al:;§

賢

^iobalkonti 
ロ

で

あ

る

。
8

S
 

脚
^】

^

期
删
疋
於
け
名
谪
品
の
輸
入
數
量
壳
決
定
じ
»:
;
*
:
該
.
1觉
數
量
.に
達
す
.る
迄
は
§;
曲

匕

輸

入

を

許

可

す

る

0:
.
:
|
.
変

輸

入

が

規

定
 

激
廣
遽
況
把
德
す
る

^

ド
そ
の
旨
を
公
表
し
て
.輸
入
業
衮
に
瞥
f

-與
へ

、一‘そ
の
期
間
の
'終
セ
迄
輸
入
が
禁
北
备
れ
る
？
か
ぐ
し
て 

國
誠
_
:»
久
#

;1
:
-,$
:
直

接

供

に

統

制

す

名

の

、
で

あ

る

0
怫
國
、
出
耳
市
等
に
於
け
石
初
期
め
割
當
制
度
が
之
で
あ
今
就
し
て
總
括
的 

•|
當
希
.度
'0
勝
徵

:^
.
.
.
一
 

.定
の
输
入
*

»
の
總
額
.の
み
を
規
矩
も
て
直
接
的
に
統
制
す
^
の
み
で
あ
つ
て
ノ
其
の
範
圍
內
に
於
^
は
全 

く
^
功
顧
報
き
倭
ね
る
.點
K
•あ
•石
o
:
.
郎
ち
.對
內
的
に
見
れ
’ば

規

淀

數

量

が

；
充

さ

れ

，
る

迄

，
は

_何
れ

の

：
輸

入

商

も

_
^-
に
輸
入
‘し
得
^
^
^
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聯
外
助
芄
混
舴
ば
御
れ
め
_
咖
ち
^
浪
由
に
輸
入
さ
れ
る
事
と
な
る
0
..
'土
洱
苽
第
t
fB
l
輸
入
制
限
令(

1一
九

三

一

年

十

一

せ

：士

ハ

日

付

) 

第
J

;»
::
-
l政
府
.於

吐

與
'.
^
忙

所

农

す

：：
洛
±
»

^:
て
：
使

用

す̂
原

料

品

；
以

，外

の

商

昴

 

亡
年
屮
十
月
十
六
日
以
降 

袼
？
■
肊
麵S

遭

礎

犯

於

■

高
轍
入
割
當
髙
を
決
定
す
名
權
眼
ぞ
有
す
o 

. 
: 

•
>割
^I

高
表
に
詆
載
在
れ
た
る
商
品
に
し
て
土
耳
杏 

向
稂
出
^
れ
々
る
も
の
は
洛
W
に
劚
當
龙
る
高
に
滿
つ
る
迄
典
到
着
日
の
.順

に

ょ

り

輸

入

，

V

許

可
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議
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當
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て
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濟

機

構
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經

濟
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ら

枸

產

ぱ

■

に
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て
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關
税
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の
效
果
が
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さ
れ
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入
干
渉
の
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に
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薦
手
段
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し
て
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入
削
當
制
度
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^
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關
稅
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が
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介
し
て
の
み
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。
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^

^
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■
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さ
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鐵
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條
仲
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狀
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條
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摩
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满
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；
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或.る

程
»
:0
»

內

檟

，格

の

騰

貴

を

齎

し

:,
'

&
際
間
に
霞
る
か
な
：り0
 

け
孩
：̂

”
_
ル
乍
鳴
_
_の
.；價

漱

差

：は

他

の

條

仲

藝

化

毫

き

限

り

.
1
'定

：
の
：
限
界
を
持
つ
も
の
ー
で

^

る
0
ノ
即
ち
債
箱
差
は
關
税
額
に_俅
つ
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梢
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落
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摩
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騰
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名
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0

此_

に
：
消

赀

者

を

犠

牲

; ^

し

て.
.

の

生

產

渚

並

，び

.

に

貿̂

商
の
；利
益
が
海
へ
ら
れ

る
。
，關
税
制
度
に
於
て
は
國
内 

市

場
( 0

:

需
給
條
件
に
從'

つ
：；て
，值
格
の
騰
貴
せ
る場
合
、
關
税
額の
負
續
は
消#

背
の
み
な
ら
ず
先
產
笤
、
貿
易
商
へ
の
轉
化
の
場
合
も 

考
へ
ら
れ

る
，が
、
釗
當
» ]

度
に
あ
つ
て
は
後
赉
へ
の
獨
占
的
她
位
の
附
興
の結
双
、
價g

騰
貴
は
消
費
苕
の
.
み
の
負
檐
と
な
る
。

,

.又
阈
別
#)
當
制
度
に
.货
て
は
各
輸
出
國
は
匕.：定
の
輸
;m
數
量
を
確
輝
せ
ら
れ
、
そ
の
限
度
ヵ
に
於
て
輸
出
が
保
證
せ
ら
れ
る
結
果
、

.

ゃ

は

り

輸

出

商

：に

對

し

て

词

：様

の

獨

占

的

：地

位

を

观

へ

る

.事
と
.な
る
。
輸

出

商

の

：
か
.、
-S
:特
權
は
當
然
輸人
商
と
の
取
引
上
も
反
影
し 

て
後
者
は
庚
：の̂

配
下
せ
置
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れ
輸
入
懷
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達
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